













































































































































































































（約 10 〜15 分間）
　　2．指の体操及び，スケールとカデンツ（ハ
長調，ト長調，ヘ長調）（約 10 〜20 分
間）























れ，4 分音符 4 つ分を基本の単位とし，2 分・4
















































































































































表 1　初回感想 ※A＝ 22 名，B＝ 22 名，C＝ 16 名
感想の分類 感想 A B C
不安・心配・難しい ピアノが全く出来ないので不安 3 3
クラスへの不安 6







楽しかった わらべうた手遊びが楽しい，懐かしい 4 8 5





楽しみ 子供たちとしていくことが楽しみ 2 2
具体的な音楽会の曲目等 3
やりたいこと ピアノを弾けるようになりたい 4 4 1
色々な曲を弾けるようになりたい 1 4 2
他の楽器もやってみたい 1 4 2
授業以外にも練習する 6 5 3






















































































表 2　前期感想 ※A＝ 22 名，B＝ 22 名，C＝ 16 名
質問 感想の分類 感　　想 A B C




















チェック表 チェック表の曲をすすめられた 2 3 1























やってみたい曲について 難しい曲を弾きたい 3 2





















チェック表 チェック表を進める 5 5 6
練習について 積極的に練習 3 2


















リラックスして演奏したい 1 1 1
緊張してもいい演奏ができる様になりたい 3 2
人前でも間違えないようにする 3









自身の演奏の工夫について 強弱を付けて演奏したい 1 　 　
綺麗な音を出したい 　 1 　
ペースが速くならないようにしたい 　 　 2
（具体的な練習計画） 　 1 　
指の使い方を勉強したい 　 1 　
もう少し難しいアレンジにしてみたい 1 　 　
他者と演奏することについ
て




















手遊び・わらべうた遊びが楽しかった 2 3 6









手遊びは大事だと思う，将来使うと思う 5 1 1
たくさんの種類をできる様になりたい 2



























































































































































































































ジャズ等 1-A 《キラキラ星》ジャン・フィリップ・ラモー キーボード（2名）
1-A 《theendoftheworld》SkeeterDavis 箏









































































































































































































































































































は “ ピアノを弾けるようにすること ” が重要な課
題であることには間違いない。しかし，“弾ける ”
という事を教師が表面的にしかとらえられなけれ
ば，生田の指摘している通り「表面的な形の習
得」に留まり，そこに喜びはなく，探求する姿勢
もなく，学生にとってはただの手続きになってし
まうだろう。そうではなく，学生が「世界へ潜
入」すること，「他人事」ではなく「自分事」と
して活動していくことが重要だ。
　さらに重要な点は，教師である筆者自身が共感
的他者として学生と関わり，彼らが安心して表現
できる環境を保証し，共に学びを深めていくこと
558 幼稚園教諭・保育士養成課程における，ピアノ未経験者の技術習得過程についての一考察
であろう。教師自身が文化的実践者であり「豊か
な表現者」でなくては，学生にそれを求める事は
できない。そのような場と経験を得た学生は，子
供との関わりにおいて，共感的で豊かな表現者と
して幼児教育の世界への探求を深めることができ
るのではないだろうか。
　一方，前期の終わりで多くの学生が練習の必要
性を記述していたが，どこか「他人事」であり，
求められる回答をしている感じが否めない。確か
に音楽会へ向けてはレッスン室を使用したり，イ
ンストラクターレッスンを受ける学生も増えた
が，その後継続的に練習を続けることが難しい。
練習経験の無さから自発的に練習の道筋を立てる
事に困難を生じていることも関係しているだろう
が，学生自身が表現の「世界へ潜入」し，「認識
活動を活性化し，それと同時に身体の変容を促
す」（生田　2007：179）ために，文化的実践へと
参加する「表現者」となるために，そして「自分
事」として活動できるようになるためにどのよう
な手立てが考えられるのかについては今後の課題
としたい。
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